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再任 にあたって

この度 、7〔1日 付け を もって学長 に再任 され ま

したので、 「か ぐらおか」 の紙Lを 借 りて、 全学の

皆様 へ改 めて 、ご挨拶 をさせて 頂 きます。

想い起 しますと'rr_r成3年7月1日 付けで、学長 に

任 命され まして から、早くも4年 の歳 月が経過 した

ことになります。

r度 、その時期は1一成2年12月 か ら、1一成3年3

月にかけて 、本学医掌部附属病F完の看護職 貝に大変

な欠員を生 じ、看 護部から病院運営委 員会の席上 、

各診療科 とも看護職 員の負担 を軽減 するため に 「手

術件数 を減 らすこと、 さらには各科 とも自i三的 に病

床使 用数 を減 ら して ほ しい」 との強 い強い要望 があ

り、各科 とも泣 く泣 く、この提案 を受け入れ、結111

と して病院 全体の'F均 稼働 率が60%台 とい う 「新設

医k病 院1中 、最 ド位 とい う何 と も↑参憺たる 「ラ ン

ク」に転落 を して しまったので あります,,

した がって各方而 へ学長就任の ご挨拶 に参上 して

も、お祝いの 言葉で はな く、 「大変 な時期 に就任 さ

れま した なあ」 とい う1司情 の声だけで した。

この原因は、実 は二っ ありますf)そ の ・つ は札幌

市が早々と打 ち上 げた病床数 の総枠 規制 に対応 する

ため に、札幌市内の私的 医療 機関の 「駆け こみ」増

床であ ります、、

増床 をすれ ば看漣 要員の確保二が必 要になりま飢、

そのた め札幌市内の病院 事務長 さん達 が、当時 は今

と違 って 「金1余 りの時代で したか ら、 その資 金力

に物 を言わせて、本学附属病院 の看護職 員 に猛烈 な

1働 きかけ1を され
、そのため、本院 は文字通 り札

幌市内の看護婦不 足解消のための 「草 刈 り場 」 に さ

れて しま・ったのであ りま 」'、,

も う ・つ の原因 は、本院看護婦宿舎の居住性 の悪

さで した、,共同 トイレ、共同浴場 とい う劣悪 な宿 舎

事情 は、若 い看護系職 員にとって は 「こん な前近代

的 な宿舎などには到底 、住 む気は しない」 と、続 々

と宿 舎を出始め 、入居率30%と い う状況 になりま し

学 長 清 水 哲 也

た.,

そこで文 部省の 「教育施設部」へ陳情 をくりかえ

しま したが、国有財産管理法で は改 築 は25fi/1,1を

経過 したもの に限 る(本 院 看宿 は築17年)と,1区 って

あるために難航致 しま した が、前 事務局長 と力を合

わせて努力を重ね、逐 に8億5000万 円 の改築r算 を

獲i得、当時150室 あった部屋 数 を100室 に減 ら『づ'こと

に し、そのかわ り3室 をつ ぶ して2室 と し、1室 の

面積 を50%増 と し、各室 に750万 のt算 を投 じて、

バ ス、 トイレ、 システ ムキ ッチ ンを設備 した ところ、

「看宿」の人居率 は急 上昇 し
、現 在で は略100%に

達 してお ります、,

また、これ から申 し上げる内容 は、当時 、北海道

新聞紙一上に大大的 に報ぜ られて お りますので 、あえ

て実名 を記 させて頂 きますが、札1幌II{1立病院 と旭川

の国立道北病院 が止 規の看護定 員数 をはるかに超過

する臨ll寺職 員 を雇いあげて いることが、厚生省の知

るところとなり、 そのため、 それぞれ付置 している

看護学院の卒業 予定者を採 用す ることが出 来なくな

り、本院 に殺到 するとい った、いわば 「追い風」 が

吹 き、本院 の欠員問題 は次第に好転致 しま した,,

次 に病床稼働率 がよく、外来患者数 が 多い診療科

に 多く 予算酉己分をするとい う、前第11人」不斗の小野 寺

教授 の創案 が、水戸病院長 によって実行 され、本院

の経営 内容 も、 よ うや く愁眉 を開 くに至りま した。

一 方
、本学の教育成 果 も、長 年 「ll本医学教育学

会1の 重鎮(1勺立場 にある、教育 ・研究担当の東副'『孟

長び)献身(i'1な努 力が見事に結実 し、今 葎び)「医師国

家試験1合 格率 は、実 に全国第2位 、国 、ヒ大学中第

1丁立とい う素日青ら しさで あります、,

か くて4年 間 にわた り、 ご尽力 を賜 わ・Jた束 ・水

戸両 副学長 に深菖 の敬意 と謝意 を表 させて 頂いて 、

学長 再任 の ご挨拶 と致 します,、
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副学長に就任 して

今年の6月 の末 に、清水学長か ら教育研究お・よび

厚生補 導担当の副学長 をするようにとのお話 しがあ

りま した。私 にとってはま さに晴天 の鐸膿で した。

とい うのは、私 は過去 に副学長 を務 め させて頂 きま

した し、現 在、 日本 薬理学会の理事長 を務めてお り

ます。も し、薬理学 会の会議 と旭川医大の会議(ま

た は行事)が 重 なった時 には、来年3月 まで は薬理

学会の会議 に優 先的 に出席 させて頂 かなければな ら

ない立場 にあ ります。学長 に以上 の事情 を説 明 しま

したが、それで も副学長 を引 き受けて欲 しい とのこ

とで したので、お引 き受け した次第で す。

私 はこれで ド田学長 と清水学長 とい う2人 の優れ

た学長 に仕 えることになりま した。 この ことは私個

人 にと りま して実 に光栄 なことであ り、幸運 だと思

っています。下田学長 は旭川 医大 とい う 「城」の内

部 をきっちりと整備 され、物 事の順序 を教 えて ドさ

い ました。

清水学長 はこの4年 間 に旭川 医大とい う 「城」 を

さらに発展 させるた めに、文部 省との連絡 を密 に し、

旭川医大の考 えを他 の大学 や文部省 に理解 して頂 く

努力を して下 さいま した。 その努力の成 果の一つ は

看護学科の新設です。看 護学科 の新設 は単 に新 しい

学科を設置するというだけの意 味ではなく、日本の18才

人 口が少 なくな りつつある中で 、旭川 医大 が21世 紀

に生 き残 るた めの重大 な要件で あるとい うのが学長

の考 えです。 これ はまさに卓見で あります。医療 は

医師のみで は成立せず、コメデ ィカル関係者の協 力

によって初 めて成立 します。同様 に、コメデ ィカル

の発展 があって こそ旭川 医大の発展 があ り、生 き残

りもあ るのです。現 時点で は、看護学科 の新設 はま

だ決 まって いません が、一刻 も早 く決 めて 頂くため

に、学長以下事務局 はがんばってい ます。

さて、清水学長 は平成7年7月 に学長 に再任 され、

8月 には久保 教授 と私 が副学長 に任命 され ま した。

これか らの2年 間は清水学長 の総 まとめの時期 にな

3

副学長 安 孫 子 保

ります。私 ども2人 の副学長 は一致 協力 して清水学

長 を支 え、旭川 医大の将来 を見据 えた仕 事 をす る責

任 があると心得 ています。

教育研究{J'よび厚生補導担 当の副学長 とい うのは

どん な仕 事をするので しょうか。 それ は学生 、大学

院生 、研究者 が それぞれの 目的 を達成す るため に、

良い環境 を整備 し、種 々の協 力をすることです。大

学 に今求め られて いることは、学生 に対 して学問的

に高い レベルの医学教育 を施す ことは勿論 ですが、

それ にも増 して重要 なことは、 ヒューマニズムの精

神 に富んだ、人間 らしい医師 を育て ることで す。 ヒ

ューマニズムに富 んだ人間 ら しい医師になるには、

学生 は医学 を学ぶ とともに自らに教養 をつ けるため

の努力 を しなければなりません。教養 をつ けるとい

う意 味は 「自分 の人生 の意 味 を深 く考えること」で

す。このためには文学作品 や評論 やエ ッセイなどを

読んだ り、映画 や芝居 などを見 た り、一般教育の文

化 系の講義 を聞 いた り して 世界の先達の考 えを吸収

し、身の回 りの先輩や友人 とも話 し合 って 「生 き甲

斐」 に関 する自分の意 見 をもつ のが良いと思い ます。

研究 の面で は、旭川 医大で なくては出来 ないよ う

な研究 を伸 ば してい くことが必要 だと思 い ます。若

い研究者 を育て、有能 な研 究者 を大事 に してい くこ

と も大切です。良い研究 を し、 それを論文 に して一

流雑誌 に印刷公表 し、世 界中の研究者 の高 い評価 を

受けた本学の研究者 に対 しては、大学 と して もそれ

なりの評価 をすることが必要で しょう。

最後 にお願い があります。副学長 とい うの は学長

と学内の皆 さんの中間 に居 る存在で す。皆 さんか ら

の建設的 なご意 見 を是非 お寄せ下 さい。 いつで も気

楽 にご意見 を聞かせて頂ければ有難 く存 じます。
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副学長に就任 して

梛脹 久 保 良 彦

このた びはか らザ も副学長(診 療担'1の 兼附属病

院長 を仰 せつか りま した、,身に余る大任であ ります

が、誠意 を蓋 し勤めた いと思 ・)てお ります。

さて、わた くしは開学/'J,%Kこれまで第 ・外科教室

で おi[卜話 になりて 参りま したが、就frに 当 り改 めて

た学附属病院(1'J,下 大学病 院)の 役割 につ いて考 え

て みま した、,よくいわれていることです が、臨床教

室の使命は教育 ・研究 ・診療 とい う3本 の柱 を芝え

ることと されてお ります、,どち らかとい うと実際 は

その逆の序列 になりが ちであ りますが、 人学病院の

役割 もそれ にひった りiて 嵌 ま ります、、

メ(学病院は医学 部学生ぴ)卒前教育の場で あること

はもちろんであ りまずが、卒二後成長期の医師の臨床

研修 あるいは近fトの足 早い進 歩 に対応 する医師の生

涯教育に そのL要 な場 を提供 していることはご存知

の とお りでありま 寸、、加 えて、薬 剤師 ・看護婦 ・放

射線技師 ・臨床検査 技師 など、医療 に欠 くことので

きないハラ メディカル スタ・ソフにと りま し'Cも 、 そ

の実習 ・研修の場 と して大学病院 は機能 し、医療 の

高度化 の推進 に役 ウ、ってお りま凱,

また、 ノく学病院で はll々 の臨床 を通 じ、新 しい医

療技術や高度 先進 医療 の開i[`.研究 がおこなわれてお

ります。 それ らの成 宋=は臨床医'亀1司娼f系の学術 集会1こ

おいて 発表 され ますが、 それ らの 全体 に占める割 合

が圧1到rl勺で 、大学病院 における臨床 を通 じた研究 が

いかにわが国の医学 ・医療の進 歩に大きなi'.i献を し

ているかカこわカ・ります、,

もちろん、病院 であ りま寸uから日常 の診療 が主体

となります が、 メく学病院 はわが国で高度 な医療 をお

こ なうことので きる中心的医療機関 と して位置付け

され ます.一 般 の病院で は診断 ・治療 の難 しい重く、

複雑な患 渚を受け 人れるなど、地域 の中核的 医療 機

関 として もkき な役割 を果 してお ります。ちなみに、

医療法の改iEを 機 にこれ よで にすべての国立 大学附

属病院が1高 度 先進 医療 を一定 条件下 におこ ない特

別 な診療報酬 が受 け られる」特定機能病院 と して/

認 を受 けているとい うことで ありま祝,

この よ うに大学病院 は教育 ・研究機関で あるとtr

に、わが国の中核1内医療機関 と して の役割 を果 して

いるわけであ ります が、国 の厳 しい財政 状況 ドで従

来のやや もずれ ば親 方[の 丸H勺な運営 が許 されな く

なって参 りました、、各国立 人学附属病il完が それぞれ

に運営改 善に努め ながら前述 のよ)な 大学病院の役

害rjを果す必要 にせ まられているの が現♪伏といえます、、

この運営改善 にはい ろいろなアフローチあるい1よ∫三

だて がありま しkつ 。わた くしはここで 一.二

原点 にかえJて 彦えてみた いと思い ます,、 「人学病

院 へ行けば最lll三の医療 が受 け られ る1と い)の が、

長 い間 に培 われたわが国の根強い国民r内感'1占Cあ り

ます、,近丁の医療技 術の普及 は極めて迅速 るあり、

全体この医療 レベ ルも博しく向 ヒしCお りま4「、,それ

にも拘 らず大学病院 に対す る患 者の期待 はほとん ど

不 変で、宗教的 な信仰 を思 わせ るほ,ビで あ りま む,

大学病院 はこの患者の期待 に応える貞務 があ ると思

いま す1.、より良 質な、あるい はよりレベ ルの高いe

療 を提 供 ずるべ く努め 、患者 の期待 に応 えなければ

なりません,そ れ がまた病 院の実績向 ヒに結 びっ い

て 、教 育 ・診療 スタ ッフの充実、診療経 費 ・設備の

充足あ るいは専門細 分化 に対応 する診療 科の増設 と

い ♪た新 らた な要望 の実現 に も繋 がろ)か と具月待 さ

れ る訳 であ りま4'∩ 要 は困 難な状況 ドで'ユざ績 を積み

1=げなければ道 はflll 開々 けないとい うこ と ζ㍉ちりま

す、甚 だ雑駁 な存念 であ りますが、病院長 が潤澗剤

と なって院内び)1'Jr骨な=」ミニ ュラー シ ョンと1矢師 を

中心 と したチームワー ケの緊密化 を計 り、これ らの

目標の実現 に向 け努 力 して参 りたい と存 じ ごお りま

す 学内の皆様 のご理解 とご支援 を切にお願い申 し

ヒけます1
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旭川医科大学に入学 して

第1学 年 和田 直樹

僕 が何故 この雪 が 多く、寒 さの きび しい旭川へ来

たのかとい うと、僕 は実 は札幌へ行 きた かったので

あるが、偏差値 とい うもの によって、少 し札幌か ら

はず れたのであ る。 しか し、旭医 に合格 した こと を

知ったときは、本 当に うれ しか った。 もちろん札幌

への未練 は少々あったが、僕 は行 きたかった場所 は

ちがって も、医者 を目指 すことには変わりないと思

い喜 んで この大学 へ入学 させて もらうことになった。

入学で きることはよかったが、やは り不安 も多か

った。大学の雰囲気 などは分か らなかった し、又 、

今 まで地元の中学 、高校 と通 い初 めて単身京都 か ら

旭川 の地へ移って きたのだか ら、僕 にとって不安 は

大 きかった。 しか し、その不安 も先輩方 によって消

された。 とい うのは、入学式 前旭川へやって来た時 、

クラブの勧誘で囲 まれたのである。 ま さか クラブの

勧誘 がこん なすごいもの とは思 って いなか ったので、

驚いた けど、それよ り、 そのよ うに されたことによ

E==============一

って 、この大学 にな じめる気 が して、不安 が一気 に

なくなった。

入学 してか ら数 カ月がた ち、 もう夏休 みで ある。

クラブ活動 にも励んでいるが、夏休 みがおわれ ば試

験 が目前 となる。すでに物理 の試験 を一度受 けたが、

きび しいものだ と身 に しみて感 じた。夏休み がおわ

ると全科 目の試験 があるわけだが、選択科 目はそれ

一回で決 まるものが多い。 だか ら落 とすことはで き

ない。 クラスやク ラブの友達 と協力 しあい 、入学時

と同 じ人数 で六年間すごせればと思 う。

これ まで、た った三、四 カ月で感 じた ことを書 い

た が、僕 らが医 師となるまでの長 い道の りにまだほ

んの少 し足 をふみ入れただ けで ある。現 在、多 くの

人 が色々 な部活 に参加 して いるが、 その参加 する部

で各々が活動 し、いつ もみ ん なで医 師 目指 して い

けるこ と程 すば ら しいことはない と思 う。 自然 に囲

まれた環境 のよいこの大学で、 自分達 が心 にえがく

医師像 を目指 し頑張 ってい きたい と思 う。

T一…一====コ

旭川 医科大学 に入学 して

第1学 年 藤沢 智美

待 ちに待 った大学生活 を、旭川で送 ることになり

ました。北海道一 リゾー ト地 とい う感覚で いたため、

4月 の雪 には泣 か され ま した が、今 はこの地の環境

の良 さに感動 してい ます。

大学では部活動 が栄んであるの に驚 きま した。医

学生 は勉強 ばかり して きた人達 ばか りだとい う認 識

があったので、運動 で汗 を流 すことなど考えて もい

ませんで した。私 も運動 はあまり得意で はありませ

んが、 「体 力をつけ よう」 と思い、初 めて運動系の

部活 に入部 しま した。最近、や っと腕 に小 さいなが

らもかわいい筋肉が出現 し、友人達 に見せ びらか し

てい る次第です。先輩方 も良い人達 ばかりで、 「恵

まれているな」 と感 じてい ます。

さて 、学生 の本 分で ある勉 強の方 はとい うと、大

変の一 言です。確 かに今 まで と違 って 自由 になる時

間 は多 くなりま したが、授 業の時間 が長 い分、進 み

具合 も速 くて慣 れない間 はオ タオタ しま した。 しか

し、 ・週間後 にはすっかり白紙状態 になっている脳

をフル回転 し、記憶 をた どり、復習 しておけばよか

ったなと後悔 しつつ も、や って もこの頭で は効果無

しに違 い ないと決め 、また この動作 を繰 り返 すこと

に慣 れて しまい 、オタ さえ しなくなりま した。いつ

か、9月 の末 には後悔 の波 が ドドー ッと押 し寄せ る

だろ うとはわか っているのですが…。

大学 に人 ってか ら医師への道 の視野 が少 し広 くな

りま した。 自分の理想 を持 って医学部 を受験 して入

学 したわけです が、あ まりにも情報 が不足 していた

ことを痛感 させ られ ま した。人工受精の話や、北 海

道で の地域 医療 の ことを聞 き、そ して新歓実習での

手術 見学 を体験 したr.に 、 日常的 に白衣を着た上級

生や車椅子 に乗 った患者 さんに行 き交 うと、医学生

で あることや医者 になることを実感 します。 自分 の

目指 していた分野以外 もまた同様 に大変で充実 して

いることもよくわか ります。 これ からもっと多 くの

ことを学び、実 習 し、一人前 になるまでの道 は遠 い

ものですが、と りあえず一つ一つ をきちん とこな し

てい こ うと思 い ます。

初 めての一人暮 らしの学生生活 ですが、大学 も楽

しく うまくやっていけそ うです。有意義 な生活 を送

って夢 を実現 すべ く、努力 して いきたいで す。
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灘羅羅覆霧雛雛羅灘羅羅麺難 騰翻
ラ グ ビ ー 部 の20年

第3学 年 柳 内 充

主将 から 「ラグビー部 の20年 を書 け」 と原稿 を渡

されま した が、 なにぶん資料 がないため に、かな り

不正確で独断 と偏見 がある とは思 います が、お許 し

いただ きたい と思い ます。

昔 はラグビー部 に部誌 があった様で、 その第2号

がいま残 ってい ます。3号 以降 がい くら探 して もな

いので 多分2号 で休 刊 になっています。 それ による

と、昭和49年 、 ラグビー部 が結成 されま した。これ

は旭川医科大学 にお ける初 の クラブだそ うです。創

部時 に中心 とな られたのは一期 の磯辺雄二 先生 、斉

藤達也 先生で あった そ うで す。 その後 、同年6月 に

初試合、つづ く51年 には初勝利 をあげるまで に成長

します。第 六期生 が主将 となる頃よ り旭川 日赤 に勤

務 してい る柳内統先生 が教 えにこ られるよ うになり

ました。実質的 な監督 と して それ以 来ず っと教 えて

いただいて います。先生 とい って も皆 さん御承 知 と

思 いますが私 の父で す。 ラグビーの試合 とい うの は

ほとん ど週末 に行 われるので、週末 になると一緒 に

グラウ ン ドに行 きま した。当時 は現在 のよ うに周辺

に建物 などな く、周 りは畑 だ らけだった記憶 があり

ます。私 は幼稚園 に通 って いるときか らこのラグビ

ー部 とは関係 があるわけです。私 の記憶 によると小

学生の頃 よりラ グビー部の人 が家 に来るよ うになり

ます。 ラグビーの話 をするとい う名 目で飲んで いた

ような気 が して いたのですが それは私の偏見か もし

れ ません。

父のコーチの成果か ど うかは知 りませ んがその二、

三年後 に東医体でベ ス ト8に 入 るとい う快挙 をなし

とげます。この と きは前年度優勝校で ある慈恵医大

を破 った そうで す。 それが東医体 での最高成績 のよ

うで、 それ以降 は東医体 は目立 った成績 はない よう

です。

時代 がとんで しまって申 し訳 ないので すが、昨年

から札幌医大との定期戦 がは じまりま した。昨年は

旭医 が勝 ちま したが、今年 は札 医が勝 ち、対戦成績

1勝1敗 で、これか ら先早明戦のよ うにお互いいい

ライバル と して や って いくので はないかと思 ってい

ます。 また、昨 年 は20周 年 にもあた り、20周 年 を記

念 してOB戦 と祝 賀パ ーテ ィがあ りま した。 この と

きはかなりのOBの 先生方 が集 まって ドさいま した。

今年 は道大会 はDブ ロ ック残留 、東医体 は1回 戦

の慶慮大学戦 を勝 ち、2回 戦で 自治医科大 と対戦 し

ましたが、惜 しくも負 けて しまい ま した。何 とかベ

ス ト8を 上回 る成績 を残 した いと思 ってい ます。

いろいろとエ ピソー ドはあったのですが紙 がなく

なって しまい ま した。だ らだ らとつた ない文で 申 し

わけ ないです。

[=========二 『 二==================コ

医療研究会 いまむか し

第2学 年 清光 寛

1973年11月 ごろ、1期 生 の なかで クラブ作 りの準

備 が湧 き上 が りま した。 そ して1974年11月 ごろ、学

生会の成立 とともに医療研究 会が発足 します。この

頃 は、 「社会制度、医療 を学 ぶ」 ことが中心で した

が、先輩 もいな く、教 えて くれる人 は殆 どい なかっ

たので、喫茶店 などで 自分 たちだけで学ぶ ことが活

動の中心 だった そ うです。

1975年7月 には、初めてフ ィー ル ドワー クを白滝

村で行い ます。小学校 に寝 とまり して様 々なことを

学 び、交流 した そうで す。10月 に行 われた第1回 医

大祭 にて無 医村 につ いて フ ィール ドの まとめを発 表

した そうです。

その後 、紋別や音威子府 村などで フ ィール ドワー

クを行 うとともに、 日常的 に医療制度や社会保 障、

哲学 などを学んで きま した。

運動系 サークルとのかけ もちが多 く、 なか なか大

変ですが広 く医療 を学ぶ活 動 にと りくんでい きたい

と思い ます。
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第4学 年 今村 恵美

時 々"英 会話 クラブ"と 呼 ばれ ることを憤慨 す る

部員諸氏 が多々お られま した。私 自身 も新 入生 歓迎

会時 にあ がって くるパ ンフ レ ッ ト類 を見 ま して 、
"ESS"と"英 会話 クラブ"が 混在 して いるの を

不思議 に思 いながら訂正 を繰 り返 してお りま した。

ところが、その真相 が、今回 この原稿依頼 を受けて

ESSの 歴史 にっ いて調査 した ところ、多少明 らか

になりましたので、 ここにご報告 したいと思い ます。

ESSの ルーツは古 く、昭和49年7月 、語学研究

会 と して発足 したの が始 ま りで した。 その後、昭 和

52年4月 には英会話 クラブと名称 が変更 されて活動

が続け られて きま した。で すから、事務手続 き上 で

はどこにも"ESS"と い う言葉 は出て こないので、

新歓実行委員の人 に、 「クラブの名前が間違 って載

ってい るじゃないの。直 しといてね。」

と詰め寄ったの は、私 の全 くの お門違 いだったので

す。委員 の方 、ごめん なさい。

ところで 、皆 さん、ESSが 何 の略称で あるか は

ご存時ですか。ESSはEnglishSpeakingSociety

の頭文字 なのです。英語 を楽 しみながら話 し、自分

の世界 を広 げま しょう、とい う目的のため に集 った

集団、 とい う感 じで しょうか。現 在部員 は約20名 。

その中 には留学生 も含み、毎週木曜 日のmeetingで

は、Simonの 楽 しいパ フ ォーマ ンスつ きの話 に手伝

われて、国際色 豊か な明 るいmeetingと なってお り

ます。今年 は現 在 まで に11人 の1年 生 部員 を迎 える

ことがで き、近 年稀 に見 る盛 り上 が りをみせてい ま

す。

また、今年 は初 めて学祭 に出店 しま した。運動部

と兼部 の人 が多 い たあ 、4ケ 国 もの 料 理 を出 す

InternationalRestaurantが 運営 で きるものか と非

常 に不安 な気持 ちが強 かったので すが、先輩 方の リ

ーダー シップや1年 生 の若 い力に押 されて、大成功

とい う出来であ った と思 い ます。 そ して その陰 には

イギ リスのス コー ンを作 って くれたSimon、 中国の

水 ギ ョーザ とお菓子作 りのご指 導 を頂 いた陳敏先生

ご夫妻の 力があ りま した。本当 にありがと うござい

ま した。大所帯 となったESSは 今 年、名称 変更の手

続 きとともに力強 い第一歩 を踏み出 した気 が します。一
野 球 部 今 昔

第5学 年 山ロ 亨

旭川医大準硬 式野 球部 は、昭和49年 早春 に産ぶ声

をあげて以来 、今年で22年 目をむか えています。 こ

の歴史 は、1期 生 の落合聖二先生 が中心 となって、

野球好 きの学生 が集 まりスター トしま した。創部 当

初 は、現 在のよ うにグラン ドにも資金 にも恵 まれず、

練習 は、 ネッ トを持 参 して公園 の広場で行 った り、

近文球場 や宮前の旭鉄 グラン ドなどを借 りての ジプ

シー練習だった そ うであ ります。

その よ うな創成期の先輩方 の苦労 が結果 と して初

めて表 われたの が、昭和55年 の北海道地区体育大会

での優勝で あ りま した。当時 の吉田監督(現 部長)

の元、河野 先生 、稲尾先生 らの活躍 による悲願達 成

であ りま した。

徐 々に成長 を遂 げていった野球部 にとって 、毎年

最大の 目標 と してい る大 会は、東医体で あ ります。

夏休み に行 なわれ るこの大会 に向 け、部員 は全精 力

を傾 け練 習にはげんでい きます。 この東医体 を優勝

する悲願が始 めて達成 されたの は昭和62年 、創部14

年目の ことであ りま した。 この年 は越湖進主将の元、

練習 を重ね、3回 戦、準決勝、決勝 と強 豪相手の苦

しい試合 を一戦一 戦 ものに した結果で ありました。

当時 を振 り返 った記録 を読 むと、ウイニングボール

が グラブに吸 い込 まれた瞬間 、選手 も監督 ・コーチ

も皆 、感激の涙 にくれたそ うで あ ります。

我 々の も う ・っ の大 きな 目標 は、毎年6月 に開催

される全道学生 リー グで あ ります。 この大会 は全道

の大学 が1～3部 の リーグに分 かれ、 リー グ戦 を戦

うもので あります。全道 の強豪チ ームの中、勝 ち抜

くのは難 しく、長 年2部 リーグで戦 ってい ま した。

しか し、平成6年 、盛一主将 の元 、2部 リーグを優

勝 し、1部 リー グとの入 れ替 え戦で ライバル札幌医

大 を下 し、1部 リー グ昇格 を果 た したので した。

こ うして年 々力をつ け、今で こそ、東医体優勝3

回、全医体優勝1回 など成績 を残 して おりますが、

それは1期 生 の部創設以来20数 年 にわた る苦労 と努

力の成果で あると思い ます。 そ うした伝統 を引 き継

ぎ、今後更 なる飛躍 を遂 げれるよ う、 より精進 して

い きたいと思い ます。
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■ 松 井 利 仁

本 年4月1日 付 け で 京都.尺 学

T学 部 か ら 講 朗iと して 転rlし て

ま い り よ した 、,1'1,前に も助 手 と

して 本学 に 在職 して お り 、 旭 川

は3f1モ ルごり に な り ま す 、,

3年 前 と 比 べ ま す と 、 ロ ー ド

ヒ ・一テ ィ ン グ や 、 大 規 模 な 流 雪 溝 、 融 雪桝 の 整 備 が

か な り進 ん(る い ま す 、 大 阪 出 身 び)私 に と っ て は 、 冬

の 生 活 環境 が快 適 に な る こ と は 、 うれ しい 限 りで す 。

メく学 の 中 に も、 学 内1.ANが 整fimさ れ る と い う大

き な 変 化 が あ り よ した 、,r.r部 出 身 で パ ソ コ ン好 き

の 私 に は 、 こ れ も うれ しい こ と で 、 監阜門 委 員 の ・人

と し てLANの 運 営 に携 わ って い ま す,,

本 学 のLANは 、 他 大学 と比 較 す る と非 常 に 急 ピ

ッチ で 各種 り'一ビ スの 提 供 が 進 め ら れ て い ま す 。 電

rメ ー ル 、 図1琴 検 索 の サ ー ビ ス は す で に始 ま 一って お

り、 本 号 が配 布 され る 頃 に は 、 学 内 ネ ッ トニ ュ ー ス

の サ ー ビ ス も ス ダ ・一ト して い る は ず で ず、 今 後 は 、

WW～Vサ ー バ の 整 備 な ど も進 め ら れ る 予 定 で あ り 、

一一一
■ 外科学第一講座 ■ 稲葉 雅史

久保教授 、笹嶋助 教授以 ド】6名の スタッフで 日夜

診療、研究 に取 り組 んでい る、,教室の発展にば臨床 ・

居礎研究の充実 、関連 施設の拡 充 とと もに新 入医局

員の確保 が何よ りも重要で ある,し か し、近 年特 に

マ ンパワー一を必 要と し、3Kv)代 表と される胸部 外

科は敬遠 されが ちであるが、外科治療 に興II未を抱 く

f,'い活 力 ・や る気に満 ちた辛ll進気鋭の諸 君の ・層の

入局 を切望 している、,当講座 は笹嶋助教授 を班長 と

し郷 ・稲 葉両講師が グル・一プ責任 者となる心臓ifn.

(循環 器)班 、'F田 助手 を中心 にお もに肺 ・食道疾

患の外科治療 を担'li寸ーる腫瘍班 および宮 本i功rが 責

任 音である小 児外科 グルーフの3班 に分かれ、年間

450例 を越 える手術 を行 っでお り道北 を中心 とした

道内医療の中核的 役割1を担 一)ている、,手術 は胸部 外

科疾患がLな 対 象と なるため 、術直後 からICUに お

けるきめ細かい循環 ・呼=U及管理 が必 要となるが、こ

れらの修得 は医師と して欠 かすこ とので きない救急

蘇生 ・救急医療 に生 か され ることになる、,また、血

管外科手技 を応用 した1術 は全ての外科領域 のx本

となるとと もに、QC)Lの 向 ヒを目指 す今後の医療

において ま寸ーます重要 視 され るであろ うII基 礎研究

は1三と して臨床面で の問題点 を某礎実験 から検 討す

ることをi-i的と してテ ーマ を選択 しぐいる 心月蔵班三

そ の 際 に は 、 学 生 もi..uめた 影 く の 方 々 に 協 力 を お 願

い す『る こ と に な る で し ょ う 、、

さて 、私 の 專 門 分野 は環 境 問 題 の 中 の 騒 音 に関 す

る も の で す 、、騒 音 に よ る聴 力 損 失 な ど の 生 理 的 な 影

響 、 騒,;:uの 「う る さ さ」、 「不 快二感 」 な ど の 心 理 的 な

影響 と い っ た 医 学 に 近 い テ ー マ や 、 道 路 騒 音の 環 境

ア セ ス メ ン ト手 法 の 開 発 と い っ た11学 的 な テ ー マ を

扱 〕て き ま した1、 今 後 も こ れ ら の 分 野 の 研 究 を進 め

るJ'定 で す が 、 開 設 した 学 内 ネ ッ トニ ュ ー ス を 利 用

して 、新 た な 研 究 を 行 う こ と が で き な い か と 考 え て

い る と こ ろ で す 。

ネ ッ トニ ュー スは ネ ツ トワ ・一ク 上 」)ぜ}〔覧追1心答 な ど 」)

場 で す 、ilに 、副 算 機 や趣ll未に関 す る話 題 な ど が 二1

一 スと して 流 れ て い ま 申が 、本 学 で は 、 「研 究 に関1ー

る情 報 交 換 の 場 」 が 設 け ら れ て い ま す 、、 噸門 家 の 意

兇 を聞 い た り 、 情 報 を仕 入 れ る に は非 常 に 役 、kっと

思 わ れ ま す 、、 ま た 、 共1司研 究 を 推 進 す る場 と して も

利 用 可 能 で し ょ う。 本 学 は 医 ・薬 ・理 ・Ilな ど種 々

の 学 部 出 身 者 で 構 成 され て い ま す,,学 内LANが こ

の よ う な 多 方 面 の 研 究 者 の 交 流 の 場 と な る こ と を 期

1午しCい ま 一d-、

(衛 生 学 溝 座 講1{巾)

i

では心臓 ・胸部 大動脈r・術 におけ る虚lriL心や肥 メ(心

に対 する至適心 筋保 護法や補助 循環法 び)検討 が、 ま

た腫瘍班で は人工 気管の開発 と移植 、1司種気管移植 、

自家 気管吻 合部の治癒特性の検討 、食道癌の悪性度

と腫瘍細胞核DNA量 お よびHLA抗 原IL現 に関1髄

る検討 などぴ)研'究が勢 ノ」rl勺に行 なわれているUさ ら

に1血管班で は自家動 ・青簑脈 グラフ トの内皮細胞やドヨ

弾性板 の抗 【rlL栓性 とその温 存お よびNf't:過程の詳細

な検討 か ら理 想的小口径人⊥1r[L管の 条f'トを探究す る

とともに、これ ら代用r血∫牌移木1直後日免1し馴別塞のi:ICIで

あ る内膜肥厚発生機序 の解明 および治療法 に関L先

駆的 研究 を続 けてお り、卓越 した臨床成績 と合わせ

本邦」血管 外科 では主導的地位 にある。新 入医局 員歓

迎 会、忘年会に加 え年3回 のゴルフコンへ 、家族つ

れで行)夏 の野 外バ・一ベキ コーハーテ ィー、冬の新

年 会 ・スキー遠足 は重要 な医局行 事となっ ごいる、,

(外科学第 一講座 溝1{巾〉

骸楓
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第42回 地 区 体

準硬式野球4度 目の優勝

第38回 東 医体(夏 季)

開 催 さ れ る

第42回 北 海 道 地 区 大学 体 育 大 会 が 、 北 海 道 大 学 の

,v
l番 『で、7月1日(ヒ)-9〕(〕)ま て弔月f崔さ れ

ま した,,

道 内 の 国 公 私 立 大学46校 が 参 加 し、 本 学 か ら は 男

了・9種 日 、 女子4種 目 に 参 加 して 熱 戦 を繰 り 広 げ 、

ギ隼石吏=式里rめ」ヒカご4∫愛llv)1憂 月券に 輝 き ま した 、.

参 加 種 目 の 成 績 は 次 の と お り で す1.

(学 生 課)

第38111陳 日 本 医 科 学 生 総 合 体 育 大 会(夏 季 た 会)

が 、 岩 手 医 科 大 学 の 毛 管 で 、7月21日(i')一 一.8月

911(水)ま で36校 が 参hllし てf1'わ れ まLた 、、

本 学 か ら は 男 女 あ わ せて24種 目 に 参 加1、

参 加 種 口 の 成 績 は 次 の と お り で す1、

(学 生 課)
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種 目
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確 かに、今 までの実行委員 はきつかったと思 います。

私 自身、今年初 めて実行委員会の立場 か ら学祭 に参

加 しま した が、今 までの苦労 が少 し分 かった気が し

ました。学祭 に参加 して楽 しむ人、参加 しない人、

色 んな人がい る中、単 に楽 しむ わけで もなく、人 の

や りた くない仕事 をやらなければ ならない実行委員。

しかもその人数 が圧倒的 に少 ない。(今年 に関 しては

幸 いそれ なりの人数 が集 まりま したが)責 任感 ある

少数 の人達 のみに、責任 がかぶ さっている状況 を何

と しても変 えたかったのです。文字通 り 『ルネサンス』

を起 こ したかった といって も過 言で はあ りません。

個人主義 が更 に進行 してい る現代 。みん なでやる

学祭 などに参加 せず、自分の時間 を大切 にす る方 が

楽 しい人が多いのかも しれ ません。 しか し何かをな

し遂 げた時 の、仲 間の笑顔 とい うのを、私 はいまだ

忘れ ることがで きないのです。

覇

医 大 祭 を 終 え て

1

第21回 医大祭実行委員長 第5学 年 後藤 順 一

第21回 旭川医 大祭 はと りあえず終 わ りま した。全

体 と して見て みると、今 年は各種企画物 がそれぞれ

大成功 を納 め、全体 と して も非 常 に盛 り上 がり、学

生 に限 らず地域 の方 々にも喜 んで頂 けたので はない

かと思 ってお ります。 これ らの成功 は言 うまで もな

く、参加 した学生や 、陰で身 を粉 にして働 いて くれ

た実行 委員やヘルパ ー、その他 手伝 って くれた人、

更 に先生 方、事務 の方、協 力企業等 にいた る幅広い

力添 えがあったか らこそと思 い ます。これ らの方々

に、 この場 を借 りて お礼を申 し上 げたいと思い ます。

大変 にありがと うございま した。

今年 は、例 年にはない試み を数 多 くと り人れ ま し

た。慢性的 な実行委 員不足 を解消 する為、各企 画団

体 から必ず ・人 ヘルパ ーを出 して もらうよ うに し、

その際、 ・部 の人に負担 がか かりす ぎることの ない

よ う、罰則 を導 入 した りするなど、関係 した方々 に

は大変迷 惑 をかけた と思い ます。これ以外 にも、広

告取 りや、チ ケ ッ ト売 り等、数 多くの試み を実際 に

行 ってみ ま した。 これらの ことは私 たち今 年の実行

委員 にとって のみで はなく、実はこれからの学祭 に

とって必要 になって くるであ ろうことを予想 し改 善

した ことです。

入学者選抜方法に関する

ア ン ケ ー ト 結 果

入学者選抜方法研 究委員会

平成9年 度以 降の本学 の入学者選抜方法 を検討 す

るための参考資料 と して5月 下旬 に1年 生 か ら6年

生 まで の全ての学生 と全教官 を対象 と してア ンケー

トを実施 しま した。調査期間 が短か った にもかかわ

らず、学生490名 、教官167名 か ら回答が得 られ ま し

た。皆様 の多大の協 力に対 して 、ここに紙上 をか り

て厚 くお礼申 し上 げます。

分離分割 方式(前 ・後期 口程)で 入学 した学生 が

現在1年 生か ら3年 生で すので 、その集団 とそれ以

前 の選抜 により入学 した4年 生か ら6年 生 の集団 と、

さらに教官 を対象 と したものの3種 類 のア ンケー ト

を実施 しま した。以下 にその結果 を報 告 します。紙

数の関係 で全項 目にわたって報告で きませんがご了

解下 さい。

1.学 生に対 す るアンケー ト

旭川医大の志望順位1

前期合格者、後期合格者、4年 生以上の各集団の

間で異 なる傾向が見られた。

戴
30.3

51.0罷 繹

18.7

前期合格者 後期合格者

盤1
164190a圃 第1志 望

一1遡 屋ヨ 第2志 望

吻 第3志 望以 ト

64.6

(1'Jグラフ内の数字 は%)
4年生以上

旭川医大 を志望 した理由

全学年 にわた って同 じ傾向 が見 られた。 「自分の

成績」 に見合 った 「国立大学」の 「医学部」であ

るとい う3点 に回答 が集中 した。(複 数回答可)

1～3年 生4～6年 生

一10一
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匡蛎 の選抜方輌 是非P双]
これは1～3年 生 への質問で あるが、各学年 とも

同 じ傾向 が見 られた。

第1学 隼

第3学 年

これは後期合格者への質問であるが、各学年とも

同 じ傾向で 、全体 と して

不本意で あると思 わない

不本意で あると思 う

で あった。

163名

22名

第2学 年

國 適当と思 う
囲 適当と思 わない

躍 考えたことがない

前期の総合間題はどのような内容が適当と考え

ますか?

これは前期合格者への質問であるが、学年により

若干の違いが見られた。

あなたは卒業後旭川医大に残 りたいですか?

これは4～6年 生 への質問で あるが4、

6年 生 の問で は大 きな違 いが見 られた。

磯
第4学 年

漁 繰

襲

璽鑛

継
・鵬 馨●・20

,0
'.;

・10.0

・○

第5学 年

3.

第1学 年

軽

i.

第2学 年

5年 生 と

策3学 年

■■英語の読解力
圃 理科の知識
囮 後期と同様
囲 その他

後期 の2次 試験 の試験科 目はどのよ うな内容 が

適 当と考 えますか?

これは後期合格者への質問であるが、各学 年とも

同 じ傾向が見 られた。 「理科 を加 える」 とい う意

見が 「現行で 良い」 とい う意 見を上回 っているの

は注 目すべ きで あろ う。

囲 残 りたい
団 他大fに 行 きたい
囮 他の医療機関 に行 きたい
国 考えていない

第6学年

2.教 官に対 するアンケー ト

各個人の意見 を述 べて も らう項 目が多いため、こ

こにその内容 を要約 することは困難であ るが、現

行の選 抜方法 が医学部の学生 を選 抜す る方法 と し

て適 当か否かとの質問 に対 して は、適 当であるが

70名 、不適 当で あるが73名 とほぼ2分 されて いる。

[璽 し～天寧著選抜方法に5し玉そ『の意見}

1麟 ・33

第1学 年

翻
第3学 年

磯
s

42.

7

第2学 年

圏 現行で良い

囲 理科を加える

囲 総合問題を加える

圏 面接を加える
¥¥¥そ の他

後期 日程による合格 は不本意と思いますか?

この質問 に対 す る教官の回答 を紙数 の許 す限 り列

挙 する。

・理想論 になるが、入学 は学 力テ ス ト(全 員 が同
一 の科 日(理 系 も文系 も)を 受 ける)の 成績で

クリアーカ ッ トに決め、入学後 に人柄 を含 む医

師 と しての適性 を厳 しく評価 す るのがよいと思

う。ただ し、年齢的 にまだ変化(成 長)の ・∫能

性 のある時期 なので、医師 と しての適性 を身 に

つ ける為の猶予期 間 は長 め にと って あげ られれ

1ま・……・・と思 う。

・大学2年 、又 は3年 で再 試験 し、医師 になる自

覚 をもたせ る。最初 の2年 は仮免許 と考 え、早

く方針 を決定 し医師 に向 いて い ない学生 を排 除

すべ きであ る。

・入学試験 で、学生 を選 ぶ入試 よ りも本来一 定の

学生 を受け入れてか ら振 るい落 とす ほ うが良い

と思 う。(欧 米方式)

・医師 を養成 す るとい う前提 がある以 上 は、対人

関係 を良好 に保て るよ うに、一一・般常識 を持つ人

を入学 させ るべ きで は。

・入学試験 を受ける時点での学生の質 を云々する

より、 それ以降6年 間の教育の中で、人格成長

を促 す方がけんめいかと思 う。

一11一
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一
去 る3月24日(金)に 本学 を卒業 した98名 の勤務

(連絡)先 は次の とお りです。

また 、3月 に行 われた第89回 医師国家 試験 には本

学卒業生108名 が受験 し、106名(平 成6年 度卒業生

97名)が 合格 しま した。(学 生課)

氏 名

敏

稔

典
悟

哉
誉

幸

二

広
崇

貴

樹

樹
輔

宣

郎

英

人
淳

也

司
絵

門

子
郎
鳥

昭
平

教
望

倫

子

治

美

悟
司

哲

優

美
巳

樹

央
恵

恒

年

太

正

剛
良

克

久

秀

雄
隆

充

英
広

賢

久

耕

隆

浩

信
竜

友

聡
雅

敏

飛

利
陽

克

貴

拓

英

研

景

卓

琢

裕

規

百

野
喰

部

栄

田
井

井

丸

本
藤

上

田
井

川

田
本

潟

田

山
岡

田

田

田

田

川
野

原
村

田
谷

田
島

林
村

野

野
藤

藤

藤

本
庭

藤

藤

多

秋

安

阿

安

生
石

石

石

石
伊

井

今
薄

及
太

岡

小
奥

奥

片
片

勝

金

金

菅
北

喜

北

北
木

窪

熊

栗

黒

小
小

今

今
後

斉

斉

坂

櫻
佐

佐

勤 務(連 絡)先

北海道大学医学部(循環器内科)

北海道大学医学部(神経内科)

中村記念病院神経内科

旭川医科大学(脳 神経外科)

旭川医科大学(第 三内科)

旭川医科大学(第 三内科)

旭川医科大学(耳 鼻咽喉科)

旭川医科大学(精 神科神経科)

旭川医科大学(精 神科神経科)

旭川医科大学(第 一内科)

旭川医科大学(第 三内科)

旭川医科大学(第 三内科)

旭川医科大学(放 射線科)

旭川医科大学(第 一外科)

旭川医科大学(第 一内科)

旭川医科大学(第 三内科)

千葉大学医学部(泌 尿器科)

京都大学医学部(麻 酔科)

旭川医科大学(第 一内科)

旭川医科大学(眼 科)

旭川医科大学(放 射線科)

[本 大学医学部(麻 酔科)

勤医協中央病院

北海道大学医学部(第二外科)

勤医協中央病院

札幌医科大学(麻 酔科)

群馬大学医学部(整 形外科)

旭川医科大学(第 二内科)

旭川医科大学(泌 尿器科)

旭川医科大学(脳 神経外科)

旭川医科大学(眼 科)

自治医科大学(脳 神経外科)

北海道大学医学部(神 経内科)

旭川医科大学大学院(内科学第二講座)

北海道大学 医学部(第 一・内科)

旭川医科大学(放 射線科)

旭川医科大学(第 二外科)

旭川医科大学(第 二内科)

旭川医科大学(第 一内科)

旭川医科大学(小 児科)

旭川医科大学(産 科婦人科)

旭川医科大学(整 形外科)

恵

子

佳

規

久

志

郎

一
恵

彦

子

紀

央

二

志

弘

子

子

彦

之

淳

博

桂

一
彦

古

司

潤

男

距

弘

一
章

.
↓
則

子

恵

央

卓

子

之

茂

彰

圭

貴

生

織

子

也

子

史

朗

子

一

和

香

り

利

恵

巳

良

秀

高

進

淳

智

伸

典

真

浩

修

貴

美

聖

威

直

雄

和

亜

浩

昭

一
康

秀

智

丈

光

展

瑞

洋

尚

弘

健

妙

和

洋

朋

正

祥

ま

原

水

藤

沼

木

川

中

橋

橋

橋

橋

橋

宮

山

田

田

田

邊

間

里

屋

世

村

井

澤

崎

川

手

田

高

中

川

野

田

口

内

原

野

尾

田

崎

崎

崎

中

中

本

浜

山

出

坂

辺

谷

島

清

神

菅

鈴

瀬

田

高

占口型
口向
高

高

占口同
高

竹

竹

武

田

近

千

辻

十

飛

中

長

成

野

長

幡

花

日

廣

藤

星

本

牧

松

松

宮

森

矢

安

山

山

山

山

山

山

横

横

吉

米

渡
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旭川医科大学(小 児科)

旭川医科大学大学院(法医学講座)

旭川医科大学(産 科婦人科)

更生病院

北海道大学医学部(小 児科)

勤医協中央病院

旭川医科大学(眼 科)

旭川医科大学(眼 科)

旭川医科大学(第 三内科)

北海道大学医学部(小 児科)

旭川医科大学(眼 科)

旭川医科大学(麻酔科蘇生科)

旭川医科大学(小 児科)

旭川医科大学(麻酔科蘇生科)

埼K医 科大学大学院(産婦人科)

旭川厚生病院

釧路市医師会病院外科

旭川医科大学(眼 科)

千葉大学医学部(第 一外科)

北海道大学医学部(第一内科)

北海道大学医学部(第一内科)

北海道大学医学部(循環器内科)

山形大学医学部(第 二内科)

旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)

旭川医科大学(整 形外科)

旭川医科大学(眼 科)

旭川医科大学(眼 科)

旭川医科大学(産 科婦人科)

旭川医科大学(第 二内科)

茅ケ崎徳洲会病院

旭川医科大学(第 一外科)

旭川医科大学(第 三内科)

旭川医科大学(第 ・内科)

東京医科歯科大学(皮 膚科)

旭川医科大学(小 児科)

旭川医科大学(放 射線科)

北海道大学医学部(第一内科)

旭川医科大学(第 一内科)

旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)

旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)

旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)

旭川医科大学(第 一二外科)

札幌医科大学(救急集中治療部)

北海道大学医学部(第二内科)

旭川医科大学(放 射線科)

旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)

亀田総合病院

旭川医科大学(第 三内科)

国立札幌病院

旭川医科大学(産 科婦人科)

(7.3.24現 在)
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平成7年 度 後期分授業料免除

及び延納 ・分納について

平成7年 度後期分授業料 免除及 び延納 ・分納 を希

望する者で、下記基準の いずれか に該当す ると思 わ

れる者 は、学生 課厚 生係 で 必要 書類 を受 け取 り、

平成7年9月lH(金)～9月22R(金)ま でに申

請 して くだ さい。

なd」、中請者 につ いて は、選 考の間授 業料 の納 入

を猶 予 します。

また 、不 明な点 は、同係 に問い合 わせ願います。

記

1,授 業料 免除基準

(1)経 済的理由 によって授業料 の納付 が困難であ

り、かつ 、学業優 秀で あると認め られ る場 合

なお、平成7年 度 において原級 に留置 されて

い る者又は、最短修業年限 を越 えて在学 してい

る者は、免除の対 象と しない(休 学の理由によ

る者 は除 く。)

(2)授 業料納期 前6か 月以 内(新 人生 につ いては、

入学前1年 以 内)に おいて学生の学資 を主 と し

て負担 している者(以 ード「学資負担者」とい う。)

が死亡 し、又は本人若 しくは学資負 担者 が風水

害等の災害 を受 けた こと によ り、授 業料の納 付

が著 しく困難で あると認 め られ る場合

(3)(2)に 準ず る場 合であって、学長 が相当 と認め

る事由がある場 合

2,申 請書類

(1)授 業料免除申請書

(2)学 資負担者が死亡 した場 合は死亡診断書

(3)災 害 を受けた場合 は罹災証明書(市 区町 村、

警察 、消防署が発行 した もの。)

(4)市 区町村発行の所得証明書(給 与所得者につ

いて は、平成6年 分の源泉徴収票 を、給与所得

者以 外 にっ いて は、平 成6年 分 の確 定 申告書

(一一面 ・二面)等 の写 し(生 計 を一 にする家族

全員分)を 、また、学 資負担者 が死 亡 した場 合

は、死 亡 前の 所得 証明 書 を併 せて添 付す るこ

と。)

(5)失 業者 は、民生 員又 は職 業安定所 の証明書

(6)生 命保 険の支 払いを受 けた場合 は、当該保険
'会 社 の保 険支払 証明書

(7)家 族の中 に就学者 がいる場合 は、その者(中

請者本人及 び義務教育の就学者 は除 く。)の 在

学証明書

(8)そ の他家庭事情 により参考 となる証明書等

平成7年 度 日本育英会奨学生

の募集について'

日本育英会は、優秀な学生で経済的理由のため就

学困難な者に学資を貸与しております。

本学では、日本育英会からの推薦依頼に基づき、

出願者の種々の条件を考慮 して選考を行い、日本育

英会へ推薦 します。

ただ し、日本育英会では奨学金貸与の種別 ごとに

推薦基準が定められており、その資格があっても採

用枠の関係で推薦できない場合があります。

奨学生の募集要項を、9月1口 より公用掲示板 に

掲示 しておりますので、貸与を希望する者は、提出

期限に遅れないよう所定の書類 を学生課厚生係に提

出 して くだ さい。

なお、募集の時期以外に家計の急変により、学資

の支弁に困難な事情が生 じた場合は、同係 に相談 し

てくだ さい。

学生教育研究災害傷害保険の
加入について

本学 は、学生 のiH課 中 ・課 外活動 中における災害

事故補償のため に 『学生教 育研究 災害傷害保 険』 の

賛助 会員大学 とな り、 ド記 のとお り加入受付事務 等

を行 ってい ます。

本保険 は、学生 の互助共済 を基本 と して運営 され

て お り、学生生活 中の万一の場 合 に備 え、全員の加

人 を勧めています 。

まだ加入 して い ない学生、保 険期 間の切 れている

学生 は、で きるだけ加入 するよ うに して くだ さい。

記

1.受 付期間

2.受 付窓 ロ

3.保 険 料

自 平成7年10月2日(月)

至 平成7年10月31日(火)

教務部学生課厚生係

6年 間3,4001'1

4年 間2,450円

2年 間1,300円

4.支払い保険金の種類 と金額

5年 間2,950円

3年 間1,900円

1年 間750円

区 分

種 類

正 課 中

学校行事中

学校施設内 の休憩中

学校施設内外の課外

活動中(学 校施設 外

の課外活動 について

は、大学 に届出た活

動 に限る。)

死亡保 険 金
一

1,200万 円 600万 円

後遺障害保険金 54万 円～1,800万 円

一 一

27万 円 ～900万 円

医 療保 険 金
実治療 日数4日

以r.が 対象

6千 円 一30万 円

実治 療 日数14日

1'A1:が 対 象

3万 円^-30万 円

入院 加算 金一 1日 につ き4,000円 1日 にっ き4,000円
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旭 川 医 科 大 学 学 内LAN(AMEC-

NET)の 開 設 に あ た っ て

学 内LAN管 理 運 営 委 員 会

こ の 度 、 本学 に 学 内LAN(LoyalAreaNetwork)

が 設 置 さ れ7月 よ り 運 用 が 開 始 さ れ ま し た リ 学 内

LANと は 学i人1'1'i11〈通f言 糸岡の こ とで す ρ 昨 年 は こ の

宇・ッ ト ワ ー クの 仕 様 策 定 か ら 導 入 ま で 大 変 な忙 し さ

に 追 わ れ よ した り 当 初 、 こ の ネ ッ トワ ー ク の 利 用H

的 は 文献 検 索 にi三眼 が お か れ て い ま した 。 っ ま り 、

大 学 の 図le館 に は 膨 大 な情 報 が 蓄 積 さ れ て い る が 、

必 要 な 資 料 が 迅 速 に 入 丁で き る 体 制 を確 立 す る こ と

が 必 要 で あ る 、,こ の た め 、 学 術 情 報 ネ ッ トワ ー ク の

成1慕 を」収 り 人 れ て 、 情 報 検 索 に コ ン ビ.L一 タ を 利 用

し、 裳 務 の 効 率fヒ を1ヌ1り 、 利 用 者 に 対 す る レ フ ァ レ

ン ス機 能 を 拡 大 ψる こ と が 必 要 で あ る.ま た 、 図 陛

館 は 特 定 の 利 用 渚 、特 定 の 時 間 帯 だ け 利 用 で き る の

で は な く広 く開 か れ で い る こ と が 必 要 で あ る,,f列 え

ば 、24時 間 開 館 す る よ り は 、 夜 中 で も使 え る通 信 回

線 を準 備 す る ほ')が 容 易 で あ る,、 こ の 様 な 訳 で 内 田

前 図,1}・館 長(今f卜3月 停 年 退 官:名1蓄 教 授)が 仕 様 策

定 委 員 会 、 学 内LAN導 入 委 員 会 を 組 織 され3月 に

は念 願 の ネ ツ ト ワ ー一ク(ハ ー ドウ1=ア 部 分)が 完1ノ気

しま した 、、現 在 、 講 義 実}ろ'1棟、 某 礎 臨 床 研 究 棟 、 図

,1}:館、附 属 病 院 な ど を 光 ケ ー ブ ル に よ る 某 幹LAN

(100Nlbpti)で 糸、1{び、 更 に支 線LAN(イ ・一サ ネ ッ ト)

で 各附 属 施 設 や 講 座 の パ ソ コ ン に接 続 され て い ま す 、

ま た 、 実 験 実 習 機 器 セ ン タ・一の ご 協 力 に よ り 同 セ ン

ター31se"に 学 内LAN管 」:lil室が 準 備 され 、 基 幹LAN

監 視 装 置 を は じめ 各・種 ザー ノ{が設 置 され て い ま す 。

図 、律館 に はcDR()Mサ ー バ や 図,彗=検 索 サ ー バ が 、

附 属 病 院 に1まUMINサ ー バ が 設 置 され で い よ す.、

さて 、4月 に は 片 桐 図 書 館 長 を 委 員長 と す る学 内

LAN管 理 運 営 委 員 会 が 発 足 し、 ソ フ トウ ー ア 部 分

の 検 討 が 始 ま り ま1.だ,特 に 、 運 営 委 員 の 坂 本 教 授

(生 理 学 第=講 座)に は 豊富 な 知 識 と経 験 を生 か し

て ト部 組 織 で あ る 専 門 委 員 会 の 指 導 的 役 割 を 果 た し

て 頂 い て お り ま す1、 また 、 佐 藤 洋 一 助 教 授 埆儲ll学

第 二講 座)に は 岩 手 医 科 大学 教 授('1一 成7年8月1

日付 〉 と しCご 栄 転 に な ら れ る 直 前 まで 献 身 的 な ご

協 力 を 項 き ま した 、、

4月25日 に は 、LAN管 理 室 に お い て 清 水 掌 長 の

こ 川 席 を 頂 き学 内LAN披 露 式 が 行 わ れ 、 国 の 内 外

に 対 して 旭 川 医 科 大 学 学 内1.ANの 開 設 を 宣 言 い た

し ま した 、,そ して611911に はLAN管 理 室 員 と し

て 岡 崎 知 也 氏 が 苔 任 きれ ま した.,同 氏 は/ろ成7年3

月 北 海 道 大 学 大学 院 ⊥ 学 研 究 科 修 上 課 程 を終 了 さ れ

た 新 進 気 鋭 の 研 究 者 で`ち りr=技 術 者で あ り ま す,、

学 部 、k学 院 を通 して 青 木 由 直 教 授 のt,と で 情 報ll

学 を 専攻 され 、 コ ン ピ コ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク スや マ ル

チ メ デ ィア ネ ッ トワ ー ク の 技 術 に も 大 変 興 昧 を お侍

ちで あ る と の 事で 心 強 く思 っ ぐい ます 、,

こ の よ う な 経 緯 を経 て7月 に ・般 ユ ー ザ に開 放 す

る こ と が 出 来 た 訳 で す.,劇 月 委 員 の 先 生 方 や 、ilih.r「」

委 員 とu.に ご 協 力 頂 い た 先生 方 、 そ して 仕 様 策 定 、

導 入 か ら深 く関 わ っ て ドさ っ た 図1↓卜課 を始 め 事 務 局

の ノノ々1こ気fし1享 く御埣Lliし ヒ1デま す 、.,

現 在 は 文献 検 索 、電 子 メー ル な ど がilな 手川1/ii):

で す が 、 こ れ ら に っ い て も 益 々の 機f彪 扮1り長を検 討 し

な け れ ば な り ま せ ん 、、 ま た 、 附 属 病 院 の イー ダ リ ン

グ シXテ ム と の 接 続 と セ キ ュ リテ ィ;iti:fgiの問 題 も 解

決 し な け れ ば な り ま せ ん 、,さ ら に 、 将>k旭 川 医 大 を

核 と す る 地 域 ネ ッ トワ ・一ケの 構 築 に よ る地}或 医 療 σ)

充 実 に つ い て の 検 討 のF祭 に 、 こ の"1∫=内LANが 頼 も

しい 存 在 に な っ て ほ.しい も の で す 、、こ れ ら の た め に

も、 多 くのh々 に 不IIπ]してr∫〔きU)1言 と1励 ま しの 、亨襲

を是 非 お 願 い い た し ま す 、、

(副 委 員 長 谷 本 光 穂 〉

f

、
4

ノ

欝 ・ ・欝 醗世
繍難

LAN管 理室 で行 われた 「学 内LAN披 露式」風景
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木 村 昭 治

思 い 出 の 夏

今年の旭川の夏 はそれ らしくない涼 しさで過 ぎよ

うと しているが、関西出身の私 は最近無性 にあのむ

し暑 い本州 の夏 が恋 しく思 われる時 があ る。も う15

年以上 も夏 には帰省 したこと もなく、少 年時代の あ

の暑 さも忘れそ うで ある。私 がかって居 たニュー ヨ

ークの夏 は2～3週 間 は気温 は非常 に高 くはなるも

のの木影では涼 しい気が した し、イギ リスで はむ し

ろ暑 さを求 めて南の ブライ トンなどに出かけた もの

だった。 それで も水温 は低 くよ くこん な所で海水浴

が出来 るものだ と感心 したもので あったが、砂浜の

一角 には(大 抵 の海水浴場で)セ ミヌー ドの若い女

の子 が日光浴 を してお り、その振 る舞いが非常 に自

然だったのが印象的 だ った。

少年時代 の私 にとって夏 と言 えばお化 けとスイカ

だった。母 は奈良県の明 日香村(飛 鳥時代 の中心地)

に隣接 した南山 とい う地 の寺 の出で、毎 年夏休み に

は私 と私 の兄を連 れて里帰 り していたが、私 と兄 は

何故 が居心地 が良 く、 ほぼ休 みの初 めか ら終 わり迄

そこで過 ご していた。大 して することもな く単調 な

毎日だ ったと思 うが境 内は木 が多 くセ ミの幼虫 を堀

り起 こ した り抜 けが らを集 めた りして夏休みの宿題

の材料 にした記憶 があ る。 日中は本堂で昼寝 をす る

のが日課で あった がその前 にスイ カをなわで しばっ

て井戸 につ り下 げ冷 しておいた。昼寝 か ら目ざめ さ

っきのスイカを本堂の木 の階段の所で種 をまき散 ら

しながら食べ るの が楽 しかった。私 が物心っいて初

めて恐い思 いを したのはや は りそこだった。本 堂の

両片 ス ミに御本尊 とは別 に小 さな仏像 があって、 そ

こで も毎朝 夕念仏が唱 えられていたよ うで あるが子

供 は入 って はい けない と言 われていた。私 はあ る時

その うちの1つ に入って みた。 そこには仏像がある

だけで普通の部屋 であった が、ふすま絵だ ったか、

掛 け軸だったか記憶 が薄れて しまったが、地獄 の様

子 が克明 に描かれていた。髪ふ り乱 した男女が針 の

山を登 った り、血の川 で溺 れ そうになって いる絵図

で、人間 の形相 が子供 の 目にとって大変恐 ろ しく し

ば らく頭 か ら離れ なか った。後 日祖 父よ りその絵の

説 明 を受 けてか らは、 普段 はケ ンカの絶 えなかった

兄弟2人 で あった が、少 く共夏休 みの間 は非常 にい

い子 だった と思 う。

この家 には当時大学生 だった長男 が居たのだが、

彼 は年少 の私 をよ く映 画 に連 れて いって くれた。映

画館 は一番近 くの町橿原市 に行 くのだが10㎞ 余の道

の りを自転車の後 ろに乗せて もらって 出かけていた。

夏休 みは必ず怪 談映 画で、話 の筋 は至って簡単で出

て くる幽霊 も髪ふ り乱 し、 まぶたが紫色 に腫れ 上が

った女の幽霊 と決 まってお り、出る場所 もタイ ミン

グも分 るのだ がその音響効果で非常 に恐い思い を し

て いた。 そ して必ずあの地獄絵の女の顔 と重 なり恐

怖心 が増 巾 され るのだった。昼過 ぎから出かけて い

くので映画 が終 わるのは、必ず 日が落 ちてか らだっ

た。帰路 は数本 あるのだが大学生 の従兄は、映画の

あとは必ず、途 中 が墓地 と池 には さまれた路 を通 っ

て帰 った。今は住宅街 と化 して しまった その場所 は

当時家1つ なく真暗 だった。彼 はその場所迄 くると

さっ き見た映画 の話 を始 め、時 々墓地や池 の方 を向

きながら私 に何 か問いかける。 しか も声の調子 を変

えた りす るものだか ら私 は彼 から離れ まい と自転車

の後 ろか ら彼 に しっか りと しがみついていた。 しか

し、この しがみつ いて いる彼 が本物 なのか どうか不

安 になり彼 にその ことを問 い続 けていた。私 はあの

暗闇の中で平気 で幽霊 の話 が出来 る従兄 が唯 それだ

けの ことで うらや ま しく又尊敬 して いた。 その彼 を

数 年前、私 の父 の葬式 の時の写真で拝見 したが(私

は海外 に居 て出席 で きなかった)け さの色 より して

りっぱな僧侶 に成長 されて いた ことを知 った。

又 いつ の 日かあの路 を歩 いてみたい と思 うが今 は

も う当時 の面影 もなく、お化 けの出 ることの出来 る

環境で はなくな っていることだ ろ う。今息子達 に同

じよ うな幽霊 の話 をして恐 がらせ よ うと思 うのだが

彼 らは身近 にあ るもの と連 想出来ず、恐い想像 を増

巾出来 ないので 、こち らの 目論見 は一向 に成功 しな

い。昔 ながらの幽霊 は、他 の稀少生物 と同様 に環境

の変化 により絶滅 の危機 に頻 してい る様 である。

(病理学第二 講座 助教授)
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口 報

本 学 初 代 学 長lll田','r氏(89

才)に は 、6月27日(火)午 後

10時29分 前 立 腺 が ん の た め ご逝

去 され ま した 、,

こ こ に 謹 ん で 哀 悼 の 意 を 表 し

ま す 。

同氏は昭利48年9月 旭川 医大設置 と同時 に初代 の

学長 に任 命 され、昭和56年6月 任期満 了により退官 、

同年7月 本学 名誉教授の称 号を授 与され 、昭和58年

2月 本学 の参 与に就任 され ま した、,この問、本学 の

管理運営 、医学の教育 ・研究 に限 りない熱情 を注 が

れ、医学 の発展並 びに地域医療の発展 にご尽 力され、

その ご功績 は誠 に顕著であ りま した,,

また、学術研究面では微生物学の広い分野 にわた

り、初期の痘毒感染 における免疫学的研究 、発疹チ

フスの即時診断法の研究 、伝染病 下痢症 の研究 には

じまり、ウ イルス感染 における千渉 の研究 、後年 に

は、ウ イルス感 染 における干渉現 象の研究 からイン

ター フェロ ンの産生機構並 びに作用機構の研究に力

を注がれ、 その独創的 な研究業績 は、国内 はもとよ

り国際的 にも高 く評価 を受け、昭 和52年ll月 勲=等

旭 日重光章 を授賞 、昭和56年11月 北海道文化賞 を授

賞 、また、昨年9月 には北 海道開発功労 賞 を授賞 さ

れ ま した、,(庶 務課)

外国人留学生交流会

実 施 さ れ る
7月19日(水)外 国人留学生 オリ1_ン テー ション

及 び交流会が、'11麻町 の鍾 乳洞 と スポーツ ラン ド内

の各施設で実施 され ま した、,

これ は留学生 を市内近郊の文化施設等 に案内 し、

[本 を理解 して もらうとともに、指 導教官 、チ ュー

タ…、職 員及 び留学生相互の交流 を図ることを目的

に毎年実施 してい ます(1

鍾 乳洞、パ ピヨンシャ トーと兄学 び)後、ブ イール

ドボールでは、青空 の ド気持 ちの良い汗 を流 し大い

縣一 一

ll亙鍵 》麟
2

に 交 流 を深 め る こ と が で き ま した,,

(学生 課)
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昇

7.7.31麻 酔 科 蘇 生 科 講 師 百 合野 方 希

7.7.31解 剖 学 第 一 助 教 授 佐 藤 洋 一

7,5,16/1・ り己 不斗 言薄 白巾 学中1閏 一

7.8.lf化 学 教 授 中 村 正 雄

灘 襯襯襯襯襯襯襯襯襯襯襯嶽藩羅慰慰襯襯羅嶽襯嶽襯羅嶽慰襯燃 襯慰襯羅襯襯襯襯慰襯襯

表 紙 の 絵 に つ い て

表紙及 び右の絵 は、北海道北 都商業高等学校 の教

諭の傍 ら、道展の 会員と して美術 界で ご活躍 の宮本

俊雄氏の代 表作 「秋の 日」 と 「冬の坂道」であ り、

平成7年1月 に同氏か ら本学 が寄贈 を受 け、学長室

及 びAIIに 展示 し、 多くの貴賓 、教職 員 、学生 に

鑑 賞 されてお ります。

「秋 の[」 は、穏やか な日和の山道(士 別市郊 外)

の秋 のnを 、又 「冬の坂道 は」 、遠 くの空 まで澄ん

だ 元旦 の日の坂 道(旭 川 「業 高等学校 裏)を 描 いた

もので す。

(庶務課)

晒 韓 齢 壷1課3曜
;鰐 噛1・曜難 驚:幅 黒
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